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From thinking to syncing.

要旨

欠測は「偏りが無ければ問題ない」と扱われることがある。本稿が示すのは、偏りが無くても符号は動くこと

である——そして、埋めてみるまでどちらへ動くかは分からない。新しい定理も法則も主張しない。 第一に、

これが本稿の芯である。同じ日に同じ手続きで埋めた二つの穴が、逆向きに切った。一方は平均を  から
 へ、他方は  から  へ動かした（第3節）。 第二に、埋まった  点だけの平均は逆算で

 と決まる。全体平均  とほぼ同じ大きさの逆符号である（第2節）。 第三に、この逆算は独立に

確かめられる。全体の総額の変化  と、当該区間の変化  が丸めの範囲で一致する（第2節）。 第

四に、区間の符号は動いたが、全体の符号は動いていない（ ）。規模の話と符号の話は別であ
る（第2節）。 第五に、無作為に落とすだけでも平均は動く。作り物で  が  になった（第4節）。

第六に、分離子は「偏りがあるか」ではなく「埋められるか」である（第4節）。

— —



本稿の射程（射程注記）：新しい定理も法則も主張しない——欠測の分類（完全に無作為・無作為・無作為でな
い）、補完の一般論はすべて既知である。補完法を提案しない——多重代入、最尤法、逆確率重み付けのどれが良
いかは主題ではない。本稿が扱うのは「同じ穴を別の出所で埋めたら何が起きたか」だけである。特定の分野を
論じない——数は時系列の観測から採ったが、市場も手法も主題ではなく、量は無次元の「一件あたりの値」と
して扱う。因果を論じない——なぜ穴が空いたかは主題ではない。推定量の性質を証明しない——不偏性や一致
性の議論はしない。どちらの値が正しいかを決めない——埋めた側が正しいと言うだけの根拠を本稿は持たな
い。示すのは「埋めると動く」ことだけである。既刊との関係：論文419 は同じ材料でも向きで強度が変わるこ
とを示した——そこでは図面に無い量が効いた。ここでは記録に無い点が効く。論文300 は同根か別根かが判定
できることを示した——「偏りのある欠測」と「偏りのない欠測」は、その基準で別根である。論文412 は「一
番近い」が距離を決めるまで決まらないことを示した——ここでは「平均」が標本を決めるまで決まらない。論
文364 は選別だけで平均が上がることを示した——そこでは選ぶことが動かした。ここでは欠けることが動か
す。加えたのは、埋まった点だけの平均を逆算で一意に決めたこと、全体の総額と区間の総額を突き合わせて逆
算を独立に確かめたこと、同じ日の二つの穴が逆符号に効いたことを並べたこと、区間の符号と全体の符号を分
けたこと、分離子を「偏りがあるか」ではなく「埋められるか」に置いたことである。

1. 記法と問い

設定：ある区間で  点が観測され、平均が  だったとする。 あとから別の出所で  点を補い、合計
 点、平均  になったとする。

補った点だけの平均  は、観測から一意に決まる。

観察 1.1

欠測は「偏りが無ければ問題ない」と言われることがある。無作為に落ちたのなら、平均は動かないは
ずだ——期待値の話としては正しい。

観察 1.2

だが手元にあるのは期待値ではなく、一つの標本である。一つの標本では、無作為に落としても平均は
動く——動く向きは、落ちた点が何だったかで決まる。

問い：どれだけ動くのか。そして向きは予想できるのか。



2. 埋まった点だけの平均は、逆算で決まる

計算 2.1：ある区間の記録である。

標本 点数 平均

穴のあるまま

埋めたあと

補った点は  点である。逆算すると

観察 2.2

この値は仮定を一つも置いていない。二つの点数と二つの平均から代数的に決まる——合成し直すと
 に戻る。

観察 2.3

 は小さくない。同じ標本の全体平均は  である——ほぼ同じ大きさの、逆符号である。

計算 2.4：独立に確かめる。全体は  点・平均  から  点・平均  になった。

量 値

全体の総額の変化

当該区間の総額の変化

差



観察 2.5

二つの経路が丸めの範囲で一致する。点数の増分も  と  で一致する——逆
算が正しいことの、独立な確認である。

観察 2.6

区間の符号は動いたが、全体の符号は動いていない。 ——規模の話と符号の話は別で
ある。ここを混ぜると、穴を「致命的」とも「無視できる」とも言えてしまう。

3. 同じ日の二つの穴が、逆向きに切った

計算 3.1：同じ日に、同じ出所から、同じ手続きで、別の系列の穴も埋めた。

系列 埋める前 埋めたあと 向き

甲（区間平均） 悪化・符号が反転

乙（区間総額） 大幅に良化

乙で補われた分は  である。

観察 3.2

手続きは同じである。同じ日、同じ補完元、同じ規則——それでも一方は下へ、他方は上へ切った。

観察 3.3

だから「埋めると悪くなる」でもない。楽観の側にも悲観の側にも動く——埋める前に向きを予想する
材料が無い。



観察 3.4

重なっている部分では、二つの出所は一致していた。共通する  点の差の中央値は  である——つ
まり出所の違いや計算の違いではなく、欠けていた点そのものが動かした。

観察 3.5

この  が効いている。もし共通部分がずれていたら、二つの出所のどちらが正しいかという別の問
題になる——ずれていないので、問題は「欠けていた点は何だったか」だけに絞られる。

4. 分離子

分離子：偏りがあるかではなく、埋められるか。

計算 4.1：作り物で確かめる。  点から無作為に  点を落とす。

平均は  から  へ動いた。差は  である。

観察 4.2

落とし方に偏りは無い。一様な確率で落としている——それでも動く。期待値が動かないことと、この
標本で動かないことは別である。

観察 4.3

動く大きさは、落ちた点数と、ばらつきで決まる。標準誤差の程度である——だから「ばらつきが大き
い量ほど、少数の欠測が効く。

観察 4.4

そして符号が反転するのは、平均が  に近いときである。区間平均  は  の近くにいた——全体平
均  は遠かったので反転しなかった。



観察 4.5

だから「偏りが無いから大丈夫」は、二つの意味を混ぜている。推定量が不偏であることと、この標本
の値が動かないことは別である——論文300 の基準で別根であり、一方は手続きの性質、一方は一回の
実現値の性質である。

観察 4.6

正直に言えば——埋めた側が正しいと言うだけの根拠を、本稿は持たない。補完元にも誤りがありうる
——示したのは「埋めると動く」ことだけで、「埋めた値が真である」ことではない。

観察 4.7

最後に一つ——穴の存在を報告するだけでは足りない。「  割が欠けている」と書いても、読者は向き
も大きさも分からない——埋められる穴は埋めて、埋める前後の両方を並べる。点数を必ず併記する。

5. 点呼と結び

1. 補われたのは  点（計算 2.1）： 。

2. その平均は （計算 2.1）：逆算で一意。

3. 合成し直すと （観察 2.2）：逆算の自己検査。

4. 全体の変化  対 区間 （計算 2.4）：独立な突合せ。

5. 点数の増分も （観察 2.5）：二経路で一致。

6. 区間は符号が反転、全体は （観察 2.6）：規模と符号は別。

7. もう一つの穴は （計算 3.1）：逆向きに切った。

8. 共通部分の差の中央値は （観察 3.4）：出所の違いではない。

9. 無作為でも （計算 4.1）：偏りが無くても動く。

10. 分離子は偏りか埋められるか（観察 4.5）：論文300 の基準で別根。

結び：欠測は「偏りが無ければ問題ない」と扱われることがある——無作為に落ちたなら平均は動かないはず
だ、という話であり、期待値の話としては正しい。だが手元にあるのは期待値ではなく一つの標本であり、一
つの標本では無作為に落としても平均は動く。どれだけ動くかは、逆算で一意に決まる——ある区間が  点・
平均  から  点・平均  になったとき、補われた  点だけの平均は  と決まる。仮定は



一つも置いていない。二つの点数と二つの平均から代数的に出るだけで、合成し直すと  に戻
る。この値は小さくない——同じ標本の全体平均は  であり、ほぼ同じ大きさの逆符号である。逆算は独
立に確かめられる：全体の総額の変化  と当該区間の変化  が丸めの範囲で一致し、点数の増
分も  と  がどちらも  である。そして向きは予想できない——同じ日に、同じ出所から、同
じ手続きで埋めたもう一つの穴は、逆向きに切った。  から  へ、補われた分は  である。一
方は下へ、他方は上へ動いた。重なっている部分では二つの出所は一致しており、共通する  点の差の中央値
は  である——つまり出所の違いでも計算の違いでもなく、欠けていた点そのものが動かした。分けている
ものは一つ——偏りがあるかではなく、埋められるか。作り物で  点から無作為に  点を落とすと、平均は

 から  へ動く。落とし方に偏りは無い。推定量が不偏であることと、この標本の値が動かな
いことは別であり、論文300 の基準で別根である。符号まで反転するのは平均が  に近いときで、区間平均

 は  の近くにいたが、全体平均  は遠かったので反転しなかった。正直に言えば——埋めた側が正
しいと言うだけの根拠を本稿は持たない。補完元にも誤りはありうる。示したのは「埋めると動く」ことだけ
で、「埋めた値が真である」ことではない。最後に一つ——穴の存在を報告するだけでは足りない。「三割が欠
けている」と書いても、読者は向きも大きさも分からない。埋められる穴は埋めて、埋める前後の両方を並
べ、点数を必ず併記する。
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